
 

 

4章解答 

4.1  

 

4.2  

(a) cis-3,5-ジメチルシクロペンテン  (b) cis-1-エチル-4-メチルシクロヘキサン   

(c) cis-5-プロピル-6-オクテン-1-イン  (d) 1-エチル-5-メチル-1,4-シクロヘキサジエン   

(e) (2Z,4E)-3,4,6-トリメチル-2,4,6-ヘプタトリエン-1-オール 

4.3  

 

(d)の場合は,下図のより安定なカルボカチオン中間体を経由する.62頁の図4.7も

参照のこと. 

 

(c)と(e)の場合は、ブロモニウムイオン中間体の炭素上に部分正電荷+が生じ,中

間体 Bが中間体 Aより安定なため,求核試薬が Bを攻撃する. 
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